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論文内容の要旨
本論文は，水資源計画における貯水池最適操作に関して確率水文学的，水資源工学的立場から研究
を行なったものである。
第 1 章で、は貯水池最適操作に関する研究の意義と背景を述べて解決すべき問題点を明示するととも
に，本研究の課題に対する接近の方向性が吟味されている。
第 2 章では水文時系列の基本構造とその解析法が考察された。まず、水文量の確率分布むよび定常時
系列モデルの特性が示された後，非定常時系列に対する統計的処理法が検討された。ここに取上げら
れた手法は，第 3 章において流量時系列の非定常性の処理に用いられる方法論の基礎となる。
第 3 章では河川流量資料について時系列解析が行なわれ，その結果にもとづいて貯水池流入量をシ
ミュレートするための推計学的モデルが構成された。長期変動成分と短期変動成分の特性を導入した
流量時系列のシミュレーション・モデルが提示され，このモデルが水資源計画における貯水池操作問
題に対して重要な入力情報を再現することが示された。
第 4 章で、は利水を対象とする単一貯水池の最適操作方式の決定法が論じられている。すなわち，最
適化の基準である評価関数の設定と流量時系列特性を導入した貯水量の推移確率行列の構成によって，
1 年間の貯水池最適操作問題が DP によって定式化された。
第 5 章では，第 4 章の手法から得られた最適解(数値解)が解析されている。最適放流ルールの関
数表現がとられ，そこに含まれる係数の，貯水池システム要素の変化に対する感度分析が行なわれた。
これにより種々の利水目的に対応した放流ルールの一般的性質が明らかにされた。
第 6 章では貯水池の流量調整機能に関する考察がなされた。すなわち，最適放流ルールに基づ、いて
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貯水池操作がシミュレートされ，貯水量および放流量の変動特性が明らかにされた。流量調整機能を
評価するために放流量の平均レベルと安定性を代表する指標が選ばれ，各指標の値から流量調整に関
する貯水池の機能が定量化された。また貯水池操作による流量制御の機構が解明された。
第 7 章では，並列貯水池システムについて最適放流ルールの特性が Space Rule , Rigid Rule との比
較において明確にされ，これらのルールの特徴を組合せることにより実用上有効な放流ルールの構成
が可能であることが示された。また等価単一貯水池の概念を用いて，貯水池群の最適放流量決定のた
めの逐次近似法が提示された。
第 8 章では本研究で得られた成果が要約して述べられている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，水資源開発計画における貯水池最適操作について，確率統計水文学の手法によって入力
情報を与え，最適化理論によって単一，あるいは複数の貯水池の最適操作を論じたものである。
まず，貯水池流入量時系列の確率分布，および非定常時系列の統計処理を検討し，流入量時系列を
シミュレートするための推計学的手法を提示した。
最適化の基準である評価関数については，汎用性と単純性に留意し，供給水量と水供給の信頼性を
凶子とする関数を設定し，これによってまず、単一貯水池の最適操作問題を DP の手法によって定式化
しその解をえた口こうして最適放流ルールの関数がえられ各種貯水池定数の変化に対する感度分析に
も言及している。
貯水池の流量調整機能については，最適放流ルールによる貯水量，ならびに放流量変動の特性がシ
ミュレーションによって明らかにされ 流量調整機能を的確に表現しうる指標を見出した。
貯水池群としては並列貯水池システムを考え space rule , rigid rule との比較において最適操作の効
用が明らかにされ，各放流ルールの特長を組合せることによって現実的で実用上有効な操作が可能で
あることを示している。
以上の成果は水資源工学において今後，要請されるであろう高度の貯水池操作問題に有効な指針を
示したもので，水工学の発展に寄与する所が大きい口よって本論文は博士論文として価値あるものと
J忍める。
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